
●
は
じ
め
に

　

世
界
最
大
の
民
主
主
義
国
家
と
呼
ば

れ
る
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
議
会
制
民
主

主
義
を
機
能
さ
せ
る
上
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
は
政
党
で
あ
る
。
独

立
直
後
の
イ
ン
ド
で
は
、
独
立
運
動
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
イ
ン
ド
国
民

会
議
派
（
以
下
、「
会
議
派
」
と
略
）
が
、

他
の
政
党
を
圧
倒
す
る
勢
力
を
維
持
し

て
い
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
の
政
党
政

治
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半

か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
い
く

つ
か
の
重
要
な
変
化
が
生
じ
た
。

　

第
一
の
変
化
は
、
会
議
派
の
勢
力
が

急
激
に
弱
体
化
し
、
単
独
で
連
邦
政
権

を
樹
立
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
不
可
能
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
一
九

八
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
イ
ン
ド
人
民
党

（Bharatiya Janata Party 

以
下
、
Ｂ

Ｊ
Ｐ
）
が
勢
力
を
拡
大
さ
せ
、
会
議
派

と
互
角
の
勢
力
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
第
三
に
、
連
邦
議
会
に
お
い

て
影
響
力
を
持
ち
う
る
政
党
の
数
が
増

加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の「
多
党
化
」

の
背
景
に
は
、
各
政
党
の
勢
力
が
特
定

の
州
や
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
、
政
党
勢
力
の
「
地
域
化
」
の
傾
向

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
の
結
果
、
現

在
の
イ
ン
ド
で
は
州
レ
ベ
ル
の
政
治
が

重
要
性
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
州
ご
と

の
政
治
動
向
が
、
連
邦
政
権
の
安
定
性

や
連
邦
政
府
の
政
策
決
定
な
ど
に
対
し

て
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、各
州
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、

既
存
の
州
を
分
割
し
て
新
た
な
州
を
創

設
し
た
い
と
い
う
「
サ
ブ
・
リ
ー
ジ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
と
も
呼
べ
る
動
き
が
、
比

較
的
多
く
の
州
に
お
い
て
見
ら
れ
て
い

る
。
内
務
担
当
国
務
相
の
二
〇
〇
八
年

の
議
会
答
弁
に
よ
れ
ば
、
連
邦
政
府
は

こ
の
時
点
で
、
新
州
創
設
を
求
め
る
陳

情
を
少
な
く
と
も
一
三
件
受
け
取
っ
て

い
た
と
い
う
。こ
の
よ
う
な
サ
ブ
・
リ
ー

ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
は
、
前
述
し
た

政
党
政
治
に
お
け
る
変
化
と
何
ら
か
の

関
係
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
関

係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
方
が

他
方
を
規
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
性
質

の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、

両
者
は
相
互
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

●
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
問
題

　

政
党
政
治
と
サ
ブ
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
本
稿
で
は
、
ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ

デ
ー
シ
ュ
州
（
以
下
、「
Ａ
Ｐ
州
」
と
略
）

の
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
（Telangana

）
地

域
に
お
け
る
新
州
創
設
運
動
の
問
題
を

取
り
上
げ
る
。
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
地
域
は

Ａ
Ｐ
州
の
北
西
部
に
広
が
る
地
域
で
あ

り
、
同
州
の
二
三
の
県
の
う
ち
、
一
〇

県
が
こ
の
地
域
に
含
ま
れ
て
い
る

（
図
）。
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
運
動
に

は
一
九
五
〇
年
代
に
ま
で
遡
る
比
較
的

長
い
歴
史
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
運
動

は
政
党
政
治
と
の
長
期
に
わ
た
る
接
点

も
有
し
て
い
る
。
複
数
の
政
党
や
政
治

家
が
運
動
に
対
し
て
関
与
し
て
お
り
、

テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
問
題
は
現
在
も

な
お
、
Ａ
Ｐ
州
政
府
だ
け
で
な
く
連
邦

政
府
に
と
っ
て
も
重
要
な
政
治
イ

シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
運
動
の
背
景

に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
な
側
面
と
社
会

経
済
的
な
側
面
の
二
つ
か
ら
説
明
が
可

能
で
あ
る
。
現
在
の
Ａ
Ｐ
州
は
、
北
西

部
の
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
、
東
部
の
沿
岸

ア
ー
ン
ド
ラ
（Coastal Andhra

）、
南

西
部
の
ラ
ヤ
ラ
シ
ー
マ
（Rayalaseem

a

）

の
三
つ
の
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
地
域
だ
け
は
、

Ａ
Ｐ
州
の
創
設
に
至
る
ま
で
の
経
緯
が

他
の
二
つ
の
地
域
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

英
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
時
期
、

沿
岸
ア
ー
ン
ド
ラ
と
ラ
ヤ
ラ
シ
ー
マ
の

両
地
域
は
英
領
マ
ド
ラ
ス
管
区

（M
adras Presidency

）
の
一
部
で

あ
っ
た
が
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
地
域
は
、

一
定
の
自
治
権
を
認
め
ら
れ
て
い
た
ハ

イ
デ
ラ
バ
ー
ド
（H

yderabad

）
藩
王

国
の
一
部
で
あ
っ
た
。
独
立
後
の
一
九

五
三
年
、
言
語
別
州
再
編
成
へ
の
要
求

の
高
ま
り
を
受
け
て
、
沿
岸
ア
ー
ン
ド

ラ
と
ラ
ヤ
ラ
シ
ー
マ
を
合
わ
せ
た
地
域

インド民主主義体制の
ゆくえ̶挑戦と変容

特 集

イ
ン
ド
に
お
け
る

政
党
政
治
と
地
域
主
義

―
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
問
題
を
事
例
と
し
て

三
輪
博
樹
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が
「
ア
ー
ン
ド
ラ
州
」
と
し
て
創
設
さ

れ
た
。
し
か
し
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
地
域

は
引
き
続
き
、
旧
藩
王
国
を
引
き
継
い

だ
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
州
の
一
部
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

ア
ー
ン
ド
ラ
州
が
創
設
さ
れ
る
と
、

こ
ん
ど
は
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
地
域
も
含

め
た
テ
ル
グ
語
地
域
全
体
を
統
合
し
よ

う
と
い
う
、「
大
ア
ー
ン
ド
ラ
（Vishal 
Andhra

）」
運
動
が
勢
い
を
増
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
大
ア
ー
ン
ド
ラ
」
構

想
に
対
し
て
は
、
特
に
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ

地
域
の
人
々
の
間
か
ら
懸
念
が
示
さ
れ

て
い
た
。
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
地
域
と
他
の

地
域
と
の
間
に
は
社
会
的
・
経
済
的
な

面
で
大
き
な
格
差
が
あ
る
た
め
、
テ
ラ

ン
ガ
ー
ナ
地
域
の
人
々
が
雇
用
面
な
ど

で
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
懸
念
の

理
由
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

結
局
、
一
九
五
六
年
に
行
わ
れ
た
全

国
規
模
の
州
再
編
成
に
よ
っ
て
ハ
イ
デ

ラ
バ
ー
ド
州
は
分
割
さ
れ
、テ
ラ
ン
ガ
ー

ナ
地
域
は
ア
ー
ン
ド
ラ
州
と
合
併
し
て
、

新
た
に
Ａ
Ｐ
州
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
際
、
前
述
の
よ
う
な
懸

念
に
対
処
す
る
た
め
に
、
テ
ラ
ン
ガ
ー

ナ
地
域
と
ア
ー
ン
ド
ラ
州
と
の
間
で「
紳

士
協
定
（Gentlem

an's Agreem
ent

）」

が
締
結
さ
れ
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
地
域
に

対
す
る
保
護
措
置
や
、
そ
れ
を
管
理
す

る
た
め
の
「
地
域
委
員
会
（Regional 
Council

）」
の
設
置
な
ど
が
定
め
ら
れ

た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
テ
ラ
ン
ガ
ー

ナ
地
域
の
人
々
は
、
紳
士
協
定
に
よ
っ

て
約
束
さ
れ
て
い
た
保
護
措
置
の
恩
恵

を
十
分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
同
地
域
の
人
々
の
不

満
を
高
め
る
結
果
と
な
り
、
新
州
創
設

を
求
め
る
動
き
に
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
地
域

に
お
け
る
新
州
創
設
運
動
の
背
景
に

は
、
Ａ
Ｐ
州
創
設
ま
で
の
歴
史
的
な
経

緯
の
違
い
に
加
え
て
、
同
地
域
と
Ａ
Ｐ

州
の
他
の
地
域
と
の
間
の
社
会
的
・
経

済
的
な
格
差
が
あ
っ
た
。
こ
の
格
差
の

問
題
は
現
在
も
な
お
、
新
州
創
設
運
動

の
拠
り
所
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動

家
や
支
持
者
た
ち
は
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ

地
域
が
Ａ
Ｐ
州
の
他
の
地
域
に
よ
っ
て

搾
取
さ
れ
続
け
て
き
た
の
だ
と
主
張
し

て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

　

テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
地
域
が
現
在
も
な
お

「
搾
取
」
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点

に
関
し
て
は
、
異
論
も
示
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑥
）。し
か
し
そ
の
一
方
で
、

実
際
の
状
況
は
と
も
か
く
、「
テ
ラ
ン

ガ
ー
ナ
地
域
が
搾
取
さ
れ
て
き
た
」
と

い
う
言
説
自
体
は
、
現
在
も
な
お
人
々

の
間
で
あ
る
程
度
の
説
得
力
を
持
っ
た

も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
政
党
や
活
動
家
な
ど
は
、
こ
の

よ
う
な
言
説
に
も
と
づ
い
て
人
々
を
動

員
し
て
い
る
の
だ
と
も
言
え
よ
う
。

●
二
つ
の
時
期
の
新
州
創
設
運
動

　

テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
を
求
め
る
運

動
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
回
大
き
な
動
き

と
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
大
き
な
動
き

は
、
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
一
九
七
〇

年
代
前
半
に
か
け
て
の
時
期
に
見
ら
れ

た
。
き
っ
か
け
は
、
一
九
六
八
年
末
、

地
域
委
員
会
の
当
時
の
委
員
長
で
あ
っ

た
Ｊ
・
チ
ョ
ッ
カ
・
ラ
ー
オ
（
州
議
会

議
員
）
が
、
Ａ
Ｐ
州
創
設
の
際
に
締
結

さ
れ
た
紳
士
協
定
が
遵
守
さ
れ
て
い
な

い
と
す
る
内
容
の
批
判
を
行
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ラ
ー
オ
委
員
長

の
批
判
に
刺
激
さ
れ
て
、
州
都
ハ
イ
デ

ラ
バ
ー
ド
で
は
学
生
を
中
心
に
新
州
創

設
運
動
が
活
発
な
も
の
と
な
り
、
翌
一

九
六
九
年
に
は
、
運
動
は
テ
ラ
ン
ガ
ー

ナ
の
他
の
地
域
に
も
拡
大
し
た
。

　

一
九
六
九
年
三
月
に
は
、「
運
動
に
対

し
て
目
的
と
指
針
を
与
え
る
」
た
め
に
、

「
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
人
民
会
議
（Telangana 

チットゥールチットゥール

アナンタプルアナンタプル
カダパカダパ ネロールネロール
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クリシュナクリシュナ
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カンマンカンマン
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マハブブナガルマハブブナガル

ランガレッディランガレッディ
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図　アーンドラ・プラデーシュ州とテランガーナ地域

（注）図中の白抜きの地域が、テランガーナ地域である。
（出所） Wikimedia Commons（http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Blank_map_AP_state_and_districts.

png 2011年9月27日アクセス）より入手の白地図をもとに、筆者作成。
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以
下
、
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）」
が

設
立
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｓ
に
は
、
当
時
の

州
政
府
与
党
で
あ
っ
た
会
議
派
を
離
脱

し
た
大
物
政
治
家
も
加
わ
り
、
こ
れ
ら

の
政
治
家
が
運
動
の
主
導
権
を
握
っ
た
。

一
九
六
九
年
末
に
は
、
資
金
不
足
や
内

部
分
裂
な
ど
の
た
め
に
新
州
創
設
運
動

自
体
は
弱
体
化
し
た
が
、
組
織
と
し
て

の
Ｔ
Ｐ
Ｓ
は
人
々
の
支
持
を
集
め
、
政

党
と
し
て
の
体
裁
を
徐
々
に
整
え
て

い
っ
た
（
参
考
文
献
②
④
）。

　

一
九
七
一
年
に
行
わ
れ
た
第
五
回
連

邦
下
院
選
挙
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｓ
は
一

〇
議
席
を
獲
得
し
、
Ａ
Ｐ
州
で
会
議
派

に
次
ぐ
第
二
党
に
躍
進
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
新
州
創
設
に
向
け
て
の
期
待
が

高
ま
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
期
待
は
す

ぐ
に
裏
切
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
選

挙
の
終
了
直
後
の
一
九
七
一
年
九
月

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｓ
が
与
党
会
議
派
と
合
併
し

た
か
ら
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
州
の
分
割
を
認

め
な
い
と
い
う
の
が
連
邦
政
府
や
会
議

派
の
基
本
方
針
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
合
併
に
よ
っ
て
、
政
党
の
主
導
に

よ
っ
て
新
州
創
設
を
目
指
す
動
き
は
完

全
に
勢
い
を
失
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
の
新
州
創
設

運
動
が
失
敗
し
た
後
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ

州
創
設
問
題
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭

ま
で
の
お
よ
そ
三
〇
年
間
、
少
な
く
と

も
政
治
的
な
レ
ベ
ル
で
は
ほ
と
ん
ど
目

立
た
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

あ
る
活
動
家
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
新
州

創
設
を
求
め
る
動
き
は
確
か
に
表
面
的

に
は
目
立
た
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
〇

年
代
以
降
、
様
々
な
活
動
家
や
集
団
の

間
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
の
会

合
や
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
一

九
九
六
年
頃
か
ら
勢
い
を
増
し
て
い
っ

た
（
参
考
文
献
③
）。

　

ま
た
、
Ａ
Ｐ
州
の
政
党
政
治
に
お
い

て
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
た
。
一
九
八
二
年
三
月
に
地

域
政
党
「
テ
ル
グ
・
デ
ー
サ
ム
党

（Telugu D
esam

 Party 

以
下
、
Ｔ
Ｄ

Ｐ
）」
が
結
成
さ
れ
、
翌
一
九
八
三
年

の
州
議
会
選
挙
で
会
議
派
を
破
っ
て
州

政
権
の
座
に
つ
い
た
。
こ
れ
以
降
、
Ａ

Ｐ
州
の
政
党
政
治
は
、
会
議
派
に
よ
る

一
党
優
位
の
状
況
か
ら
、
会
議
派
と
Ｔ

Ｄ
Ｐ
が
競
合
す
る
二
党
制
に
近
い
状
況

に
変
化
し
た
。
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設

を
求
め
る
二
回
目
の
大
き
な
動
き
は
、

Ａ
Ｐ
州
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
政
治
状

況
の
も
と
で
始
ま
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
四
月
、
Ｔ
Ｄ
Ｐ
の
党
員

で
あ
っ
た
Ｋ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
シ
ェ
ー
カ

ル
・
ラ
ー
オ
が
党
を
脱
退
し
、
テ
ラ
ン

ガ
ー
ナ
州
の
創
設
を
目
指
し
て
「
テ
ラ

ン
ガ
ー
ナ
民
族
会
議
（Telangana 

Rashtra Sam
ithi 

以
下
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
）」

を
結
成
し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
結
党
後
ま
も

な
く
、
二
〇
〇
一
年
後
半
に
行
わ
れ
た

地
方
選
挙
に
参
加
し
、
良
好
な
成
果
を

あ
げ
た
。
続
い
て
二
〇
〇
四
年
に
行
わ

れ
た
第
一
四
回
連
邦
下
院
選
挙
と
Ａ
Ｐ

州
の
州
議
会
選
挙
で
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
会

議
派
と
選
挙
協
力
を
行
い
、
ど
ち
ら
の

選
挙
で
も
勢
力
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
現
在
も
な
お
、

Ａ
Ｐ
州
に
お
け
る
主
要
政
党
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
を
求

め
る
運
動
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
活
発

に
続
い
て
い
る
。

●
政
党
政
治
と
の
か
か
わ
り

　

テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
を
求
め
る
二

つ
の
時
期
の
運
動
の
経
緯
を
ま
と
め
て

み
る
と
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
ど
ち
ら

の
時
期
の
運
動
も
当
初
は
、
政
治
と
の

直
接
的
な
関
わ
り
を
持
た
な
い
人
々
に

よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代

末
か
ら
の
運
動
は
、
政
治
家
の
発
言
が

き
っ
か
け
で
は
あ
っ
た
が
、
初
期
段
階

で
は
学
生
な
ど
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ

た
。
二
〇
〇
〇
年
代
の
運
動
は
、
Ｔ
Ｒ

Ｓ
と
い
う
政
党
の
出
現
に
よ
っ
て
盛
り

上
が
る
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
の
運
動
は
一
九
八

〇
年
代
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
た
。

　

第
二
に
、
ど
ち
ら
の
時
期
の
運
動
に

お
い
て
も
、
後
の
段
階
に
な
っ
て
か
ら

政
治
家
が
参
加
し
、
運
動
の
主
導
権
を

握
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
の
運

動
に
お
い
て
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
、

会
議
派
を
離
脱
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｓ
に
加
入
し

た
大
物
政
治
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
二
〇

〇
〇
年
代
の
運
動
に
お
い
て
主
導
権
を

握
っ
た
の
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
と
そ
の
党
首

チ
ャ
ン
ド
ラ
シ
ェ
ー
カ
ル
・
ラ
ー
オ
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ

州
創
設
運
動
に
お
い
て
は
ど
ち
ら
の
時

期
に
も
、
政
治
家
や
政
党
に
よ
る
積
極

的
な
関
与
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
二
つ
の
時
期
の
新
州

創
設
運
動
の
間
に
は
相
違
点
も
見
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
運
動
で
主
導
権
を
握
っ
た
政

党
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た

ど
っ
た
か
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
末

か
ら
の
運
動
を
主
導
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｓ
は
会

議
派
と
合
併
し
、
そ
の
結
果
、
新
州
創

設
は
実
現
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
〇
一
年
に
結
成

さ
れ
た
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
現
在
も
な
お
、
Ａ
Ｐ

州
に
お
け
る
重
要
な
政
治
勢
力
と
し
て

の
地
位
を
維
持
し
て
お
り
、
新
州
創
設

運
動
も
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

運
動
を
主
導
し
た
政
党
の
運
命
に
違

い
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
Ａ
Ｐ
州
の
政

党
政
治
に
お
け
る
違
い
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｓ
が
活
動
し
て
い
た
一
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九
六
〇
年
代
末
〜
七
〇
年
代
で
は
、
Ａ

Ｐ
州
の
政
党
政
治
は
会
議
派
に
よ
る
一

党
優
位
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ａ
Ｐ
州

の
政
党
政
治
は
一
九
八
〇
年
代
に
大
き

く
変
化
し
、
現
在
で
は
、
会
議
派
と
Ｔ

Ｄ
Ｐ
が
競
合
す
る
二
党
制
に
近
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
党
政

治
の
変
化
の
お
か
げ
で
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
会

議
派
と
Ｔ
Ｄ
Ｐ
と
の
間
で
う
ま
く
立
ち

回
る
こ
と
に
よ
り
、
政
党
と
し
て
生
き

延
び
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
Ａ
Ｐ
州
で
は
政
党
政
治
の
変
化
に

よ
っ
て
、
新
興
の
地
域
政
党
で
あ
る
Ｔ

Ｒ
Ｓ
が
生
き
延
び
る
余
地
が
生
じ
、
そ

の
結
果
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
運
動

も
あ
る
程
度
の
勢
い
を
維
持
し
た
ま
ま

続
い
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
二
〇
〇

四
年
の
選
挙
で
会
議
派
と
選
挙
協
力
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
中
央
で
の

会
議
派
主
導
の
連
立
政
権
に
参
加
し
た

が
、
会
議
派
と
の
協
力
関
係
は
二
〇
〇

六
年
に
崩
壊
し
た
。
す
る
と
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
、

二
〇
〇
九
年
の
選
挙
に
向
け
て
Ｔ
Ｄ
Ｐ

に
接
近
し
、
二
〇
〇
九
年
一
月
に
は
両

党
の
間
で
正
式
に
政
党
連
合
が
結
成
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
、
テ
ラ
ン

ガ
ー
ナ
州
創
設
と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を

達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
議

派
と
Ｔ
Ｄ
Ｐ
ど
ち
ら
と
も
協
力
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

本
稿
の
冒
頭
で
は
、
一
九
八
〇
年
代

後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
政

党
政
治
に
お
け
る
変
化
と
し
て
、
⑴
会

議
派
の
勢
力
の
弱
体
化
、
⑵
Ｂ
Ｊ
Ｐ
の

勢
力
の
拡
大
、
⑶
多
党
化
と
地
域
化
、

と
い
う
三
つ
を
指
摘
し
た
。
一
九
八
〇
年

代
以
降
の
Ａ
Ｐ
州
の
政
党
政
治
に
お
け

る
変
化
（
会
議
派
の
一
党
優
位
か
ら
、
会

議
派
と
Ｔ
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
二
党
制
的
な
状

況
へ
）
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
全
体
の

政
党
政
治
の
変
化
の
な
か
に
位
置
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
検

討
し
た
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
問
題
の

事
例
か
ら
、
政
党
政
治
に
お
け
る
こ
れ

ら
の
変
化
は
、
サ
ブ
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
動
き
に
対
し
て
有
利
に
働
い
て
い
る

と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
政
党
政
治
に
お
け
る
こ
の

よ
う
な
変
化
は
、
新
州
創
設
運
動
と
い

う
サ
ブ
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き

を
成
功
に
導
く
た
め
の
十
分
条
件
で
は

な
い
。
新
州
創
設
運
動
が
最
終
的
に
成

功
を
収
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の

よ
う
な
政
党
政
治
の
変
化
の
な
か
で
、

各
政
党
が
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
採
用

し
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
に
よ
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
、
そ
れ
ま
で
約
三
〇
年
間
に

わ
た
っ
て
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
テ

ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
問
題
が
重
要
な
政

治
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ

の
働
き
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

よ
り
重
要
で
あ
る
の
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
の
勢

力
拡
大
と
い
う
状
況
を
受
け
て
、
Ａ
Ｐ

州
の
二
大
政
党
で
あ
る
会
議
派
と
Ｔ
Ｄ

Ｐ
が
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
問
題
を

重
要
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
と
認
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設

運
動
は
最
終
的
に
成
功
を
収
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
？　

見
通
し
は
不
透
明
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は

二
〇
〇
九
年
の
第
一
五
回
連
邦
下
院
選

挙
と
Ａ
Ｐ
州
の
州
議
会
選
挙
で
と
も
に

敗
北
を
喫
し
、
政
治
的
な
影
響
力
を
低

下
さ
せ
た
。
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ
州
創
設
を

求
め
る
人
々
の
声
に
押
さ
れ
て
、
連
邦

政
府
は
二
〇
一
〇
年
二
月
、
新
州
創
設

問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
委
員

会
を
任
命
し
、
同
年
末
に
委
員
会
の
報

告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
公
開

さ
れ
た
報
告
書
の
結
論
は
、
Ａ
Ｐ
州
の

分
割
に
対
し
て
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
テ
ラ
ン
ガ
ー
ナ

州
創
設
に
向
け
て
の
政
治
的
な
動
き
は

さ
ほ
ど
活
発
で
は
な
い
。そ
の
一
方
で
、

新
州
創
設
を
求
め
る
人
々
の
運
動
は
激

化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
治
安
上

の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
み
わ　

ひ
ろ
き
／
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ

研
究
セ
ン
タ
ー
）
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